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研究ノート マンガルの巨大なカニと貝 佐藤武宏(学芸員)

あこがれの八重山 積が広く、島の中央部には400メートルを かるむ泥と植物の根に足をもつれさせな

がら、うつむいたまま調査を続けました。

巨大生物との遭遇

石垣島、西表島をはじめ、サンゴ礁に

固まれた多くの島じまからなる八重山諸

島は、東京からおよそ2，000キロメートル

南西に位置しています。最近ではだい

ぶ開発が進んできているとはいえ、まだ

まだ手つかずの自然が残されていま

す。とりわけ西表島は、ときに「東洋のガ

ラパゴスJと称され、自然科学を志す者
ならば一度は訪れるべき場所のーっと

して挙げられることもしばしばあります。

このあこがれの八重山の自然の中で

みられる、ある驚くべき巨大生物と、その

生活について紹介しようと思います。

格好のフィールド

巻員や二枚員のなかまは、一般的に休

の外側に堅い殻を持っています。ごの堅

い殻は、カニや魚など、員類の殻を割って

中の軟体部を食べる動物に対して、防御

の効果があると考えられます。そして、長

い長い進化の歴史の中で、貝類は天敵か

ら身を守るためにより強固な殻を持つよう

に、カニ類はより効率的に殻を割ることが

できるように、それぞれの形質を発達させ

てきたとpう仮説が提唱されています。こ

の仮説を検証するため、私は、学生時代

の指導教官でもあった東京大学

大学院助教授の大路樹生さん

や、大学院生の大萱千草さんらと

共同で研究を行っています。

このような研究を行うために

は、現在と地質時代それぞれの、

さまざまな環境での生物の相互

関係を探る必要があります。その

ため、黒潮の影響を受ける海域

の北東端に位置する相模湾と、

南西端に位置する八重山は、格

好のフィールド、といえるのです。

私たちは以前から数度にわたっ

て西表島に調査に出かけていま

すが、今回は日本学術振興会科

学研究費補助金の助成を受け(課

題番号:11874069，11740288)、東北

大学総合学術博物館助手(当時

は国立科学博物館研究員)の佐

藤慎ーさんを加えた4名で石垣島、

西表島に調査に出かけました。

昼なお暗きマンガル

石垣島と西表島は、他の八重

山の島じまに比べて圧倒的に面

超える山がそびえています。島に降った

雨は河川|となって山を下り、海に注ぎま

す。その河口械では、河川によって運ば

れた土砂が堆積し、広大な干潟をかた

ちづくります。干潟では河川は網目状に

分岐したクリークとなり、潮の満ち引きに

よって淡水と海水が入り交じる汽水域と

よばれる環境が広がります(図1・2)。

汽水域にはオヒルギ、メヒルギ、ヤエヤ

マヒルギなどのいわゆるマングローブが繁

茂し、マングローブ干潟、あるいはマンガル

とよばれる独特の生態系を形成していま

す。マングローブは、低酸素状態の軟泥地

でも呼吸と体の支持ができるように、タコ足

状の根を持っています。また、降り注ぐ太

陽の光を効果的に受け止めるため、著しく

枝分かれした枝に無数の葉をつけていま

す。そのため、樹形は上と下が極端に広

がった、砂時計型をしています(図3)。密集

したマングローブFは音や光を遮るので、マ

ンガjレに踏み入ると、畳なお暗く、不思議な

まで、に静寂の世界が広がってpます。

平ムたちは、このマングローブの隙聞を

中腰になって、頭上の枝に気を配り、とき

には頭をぶつけながら、腐敗臭のするぬ

マンガルの中で最初に目につく動物

は、ウミニナ科の巻員、キパウミニナ

(Terebralia palustris)です(図4)。この巻貝

に近縁なホソウミニナ (Batillariacwningii) 

は、小網代湾や油壷湾など、神奈川の干

潟でも普通にみられる種ですが、その大き

さが段違いです。ホソウミニナが殻高2-3

センチメートルなのに比べ、キパウミニナ

の殻高は約10センチメートルもあります

(図5)。とのソフトクリームのコーン部分ほ

どもある大型の巻員が、マングローブの根

元そこら中にゴロリンゴ、ロリンと転がって

いるのですから、一種異様な光景です。

キパウミニナほど目立つ姿ではありま

せんが、目が慣れてくると、泥に埋まった

二枚貝も見つけることができます。体の

一部を泥の上に露出させているものもp

れば、完全に泥の中に埋没しているもの

もいます。これはシレナシジミ (Geloina

coaxans) というシジミ科の二枚貝です

(図4)。本州、|の河口に生息するヤマトシ

ジミ (Corbiculajaponica)の殻長がせい

ぜP3センチメートルなのに対して、今回

図1(左)'2(中)干潟の水位の変化.1999年11月7日の干潮時(左)と満潮時(中)
の様子.当日の潮位差は約120センチメートル.石垣島 名蔵湾(1中縄県石垣市)

図3(右)マングローブ.石垣島-嘉良川河口(沖縄県石垣市).

図4 マンガルに生息するキ

パウミニナとシレナシジミ.西

表島浦内川河口(沖縄県八

重山郡竹富町).
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図5(左)キノTウミニナ(左:即'iVJ-NG∞20129，西表島・船浦湖湾奥部 。
東)とホソウミニナ(右:KPiVJ-NG卿 4247，三浦市初声町)の上国交.
図6(右)シレナシジミ(左:KPiVJ-NG0020120，西表島・船浦湾湾
奥部西)とヤマトシジミ(右:KPiVJ-NG0003331，川崎市多摩川河

口)の比較.
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の調査では、殻長10センチメートルを超

えるシレナシジミも肩在認できました(図6)。

マンガルの中で、キノfウミニナはマング

ローブの落ち葉や、枯れ落ちた花を食べる

ことによって、膨大な量の植物を分解しま

す。その糞や、バクテリアなどによって分解

された有機物は、水の ~I" を漂い、それをシ

レナシジミが漉しとって食べています。こ

の、マングローブを出発点とする、食物綱

の終点はどのような生物なのでしようか。

どう猛な捕食者ノコギリガザミ

キパウミニナの殻を詳しく調べると、とこ

ろど乙ろに段差があることがわかります。こ

れは、破壊された殻を修復した痕跡で、す

(図7)。また、シレナシジミの殻には硬いも

ので、ひっかいたような傷が頻繁にみっか

ります(図8)。これらの員が生息しているの

は、柔らかい泥の干潟で、あって、岩石がご

ろごろしていたり、j皮が砕けるような荒々し

Lミ環境ではありません。そこで、、私たちはこ

の殻の傷は、物理的な作用によるもので、

はなく、何らかの生物が攻撃した結果であ

ると考え、その犯人を探すことにしました。

これまでの研究から、ワタリガニ科のカ

ニ類は貝類を好んで捕食することがわ

かっていましたので、ワタリガニ科のノコギ

リガザミ(Scyl/aserra幻)を容疑者として調べ

ることにしました。ノコギリガザミは、相模湾

で普通にみられるガザミに比べてはるかに

大型の体を持ち、こぶのついた大きなハサ

ミには強力なパワーがあります(図9)0 ~功3

に大型のキパウミニナやシレナシジミとい

えども、このカニに攻撃を受けたならば、

あっさり~5}1i宇されてしまうかもしれません。

捕食者と被食者を特定するには、実験と

観察の二つの方法があります。そこで、私た

ちは、カニかごとよばれる網でノコギリガザ

ミを生け捕りにして(図10)、実験室で員と

ともに飼育し、捕食の様子を観察する方法

と、野外で本当に捕食が行われているか

を観察する方法を試みることにしました。

今回、大萱さんが1ヶ月近くにわたって

飼育を続け、行動を観察したにもかかわら

ず、ノコギリガザミは最後までシレナシジミ

を捕食することはありませんでした。実験

室では、 自然の状態や条件を完全に再現

することができないからなのでしょう。

マンガルでの野外観察の結果では、以

前に大路さんが発見していたように、おび

ただしいまで、のキパウミニナとpくつかの

シレナシジミのバラバラ死体が密集してい

る場所を、今回も複数みつけることができ

(図11)、しかもしミくつかの現場ではそのす

ぐそばにノコギリガザミの巣穴がある乙とも

確認されました。

図7(左)'8(右)キパウミニナ(左 KPM-NG0020128，西表島・船浦

湾湾奥部東)の殻底にみられる捕食痕と，シレナシジミ(右 KPM.

NG0020118，西表島 船浦湾湾奥部西)の殻 ヒのひっかき傷.

実験で直接、捕

食の様子を確認で

きなかったのは大

変残念だったので

すが、野外観察か

ら、ノコギリガザミが

乙れらの巨大な貝

類を破壊して、捕

食しているであろ

うことがほぼ確実

となりました。

進化の実験室

図9 ノコギリガザミ.私たちと

の突然の遭遇に驚いたのか，

大きなハサミを振りかざし，威

嚇しながら巣穴に逃げ込んで

L追った.西表島 浦内川河仁1.

図10カニかごで生け捕りに

されたノコギリガザミ.西表

島-浦内川河口.
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マンガルには、ノ

コギリガザ、ミやキパ

ウミニナ、シレナシ

ジミだけが生息し

ているわけで、はあ

りません。すぐに目

につく動物を挙げ

ても、カニ類ではミ

ナミコメツキガニや

多くのシオマネキ

類、巻貝類ではウ

ズラタマキビやイロ

タマキピなどのタ

図11 バラバラに破壊されたキパウミニ

ナの死殻 西表島-船浦湾湾奥部西(沖

縄県八重山郡竹富町).

マキビ安買やカニノテムシロガイ、ミナミトビハ

ゼなどの魚類、エビ類、ゴカイ類などが、そ

れごそ無数に生息しています。しかし、巨大

なのはこのうち、わずか3種だけなのです。

捕食者と被食者の進化に関する、捕食

者はより効率良く捕食を行えるように、被

食者はより捕食されないように進化する、と

L ヴ仮説を思い出してみましょう。被食者

であるマンガルのさまざまな動物のうち、魚、

やエビは、敏捷に逃げることによって捕食

を逃れることができます。カニノテムシロガ

イは殻の殻口部を厚くすることによって破

壊を避けることができます。タマキビ類はマ

ングローフ、の樹上で、生活することによって

恐ろしい捕食者と生息域が重ならないよう

にしています。多くの小型のカニ類は泥に

巣穴を掘り、そこに素早く逃げ込むことに

よって捕食を逃れることがで、きます。では

問題の3種の場合はどうでしょう。

ノコギリガザ、ミにとって、普段泥の上に

中長がっているキノfウミニナとシレナシジミ

は格好の獲物です。これらの貝は絶えず

捕食の脅威にさらされています。他の種

のように積極的に捕食から逃れる術を持

たない彼ら彼女らは、健気にもただただ

じっと両tえることによって、ノコギリガザミ
が捕食をあきらめてくれることを待つしか

ないのです。大きな殻は相対的に強固な

ため、捕食に対して有利です。したがっ

て、キパウミニナとシレナシジミは長い時

間をかけて、ただ単純に大きくなる、とい

う方向に進化したと考えることができま

す。そして、それに呼応するように、ノコギ

リガザミのほうも体とハサミが極端に大き

くなる方向へ進化していったので、しょう。

このように捕食者と被食者がお互いの

戦略に呼応して、それぞれの戦略をエス

カレートさせていくような現象は、しばしば

みられる進化の一つのかたちです。

八重山のマンガルはその進化の結果

を、美しい自然の中に私たちに示してく

れる、進化の実験室の一つなのです。


